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19，017入(ム 4) 
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菅
田
地
区
に
は
、
阿
部
・
中
東
・
下
東
を
中
心
に

約
百
十
体
に
及
ぶ
石
仏
が
点
在
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
は
、
明
治
七
年
頃
、
地
元
の
有
志
二
十
四
人
が
寄

伺
を
募
り
各
地
に
設
置
し
た
も
の
で
、
泉
徳
寺
に
残

さ
れ
て
い
る
総
図
面
な
ど
か
ら
、
当
時
の
様
子
を
う

か
が
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

時
代
の
流
れ
と
共
に
、
石
仏
は
草
に
覆
わ
れ
、
巡

拝
路
も
荒
れ
て
行
き
、
い
つ
し
か
住
民
の
意
識
か
ら

石
仏
の
存
在
は
薄
れ
て
い
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
う
い
っ
た
現
状
を
前
に
、
菅
田
地
区
町
も
つ
く
り
実

行
委
員
会
(
文
化
活
動
部
会
)
と
農
政
会
で
は
、
「
先

人
の
築
い
た
文
化
史
跡
を
堀
リ
起
し
、
地
域
の
活
性

化
に
つ
な
げ
て
い
こ
う
し
と
、
巡
拝
路
の
整
備
を
計

画
。
昭
和
六
十
二
年
、
そ
の
復
興
を
実
現
し
、
ミ
二

四
国
八
十
八
力
所
と
命
名
し
ま
し
た
。

コ
ー
ス
は
全
部
で
三
種
類
あ
り
、
総
延
長
は
五
・

二
キ
ロ
に
及
、
び
ま
す
。
石
仏
の
大
き
さ
も
様
々
で
、

そ
れ
ぞ
れ
、
婦
人
親
和
会
の
手
に
よ
る
赤
い
前
垂
を

か
け
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

地
域
ぐ
る
み
の
協
力
で
見
事
に
よ
み
が
え
っ
た
巡

拝
路
は
、
内
地
域
に
お
け
る
人
間
受
流
の
場
u

と
し

て
人
々
の
期
待
を
集
め
て
い
ま
す
。
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家
庭
か
ら
出
る
ゴ
ミ
の
量
は
、
年
々
増
加
し
て
い
一

日
ま
す
。
ゴ
ミ
の
分
別
を
し
っ
か
り
と
行
い
、
ゴ
ミ
の
一

日
減
量
化
、
資
源
の
確
保
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
一

一
夏
場
の
七
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
は
、
ス
イ
カ
な
ど
一

…
の
水
分
を
多
量
に
含
ん
だ
生
ゴ
ミ
が
増
加
し
ま
す
。

一
焼
却
作
業
が
円
滑
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
、
生
ゴ
ミ
は
山

一
水
切
り
を
し
て
か
ら
出
す
よ
う
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。
…

ゴ
ミ
の
分
別

私
た
ち
の
家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
ゴ
ミ

を
大
き
く
分
類
す
る
と
、
紙
や
残
飯
・

野
菜
く
ず
、
繊
維
類
な
ど
の
「
可
燃
ゴ

ミ
」
と
、
金
属
や
ガ
ラ
ス
、
陶
磁
器
な

ど
の
「
不
燃
ゴ
ミ
L

と
に
分
け
ら
れ
ま

す
。
ま
た
、
燃
え
る
ゴ
ミ
の
中
で
も
、

燃
や
す
と
有
害
な
ガ
ス
を
出
し
た
り
、

高
温
に
な
っ
て
焼
却
炉
を
い
た
め
る
な

ど
、
一
般
に
「
可
燃
ゴ
ミ
」
と
し
て
扱

う
の
が
難
し
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。

ご
れ
ら
の
色
々
な
ゴ
ミ
を
分
け
て
出

す
こ
と
が
「
分
別
」
で
、
集
め
ら
れ
た

古紙1トンの再生利用は、高さ 8m
直径14cmぐらいの立木20本分に相当
するといわれています。

ゴ
ミ
の
処
理
工
程
を
ス
ム
ー
ズ
に
運
ぶ

た
め
に
は
、
ご
の
「
分
別
し
が
重
要
で

す
。
適
切
な
分
別
が
行
わ
れ
て
い
な
い

と
、
ゴ
ミ
収
集
に
手
聞
が
か
か
っ
た
り
、

焼
却
に
支
障
が
出
た
り
し
ま
す
。

ま
た
、
日
頃
私
た
ち
が
ゴ
ミ
と
呼
ん

で
い
る
も
の
の
大
部
分
は
、
再
生
利
用

が
可
能
な
「
資
源
」
と
し
て
の
価
値
を

持
っ
て
い
ま
す
。
ゴ
ミ
回
収
の
ル

l
ル

に
従
つ
で
、
そ
れ
ら
を
本
当
の
ゴ
ミ
と

区
別
し
、
ゴ
ミ
の
減
量
化
に
努
め
る
こ

と
は
、
私
た
ち
の
大
切
な
税
金
の
む
だ

使
い
を
な
く
し
、
か
け
が
え
の
な
い
資

源
を
守
る
ご
と
に
も
つ
な
が
る
の
で
す
。

ゴ
ミ
の
五
十
%
は
水
分

家
庭
ゴ
ミ
の
大
き
な
特
徴
は
、
水
分

を
多
く
含
む
と
い
う
点
に
あ
り
、
ゴ
ミ

全
体
の
重
さ
の
約
半
分
を
占
め
て
い
ま

す
。
台
所
か
ら
出
る
生
ゴ
ミ
は
水
分
が

七
十
五

1
八
十
五
%
と
特
に
高
く
、
ゴ

ミ
を
焼
却
す
る
上
で
の
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

夏
場
に
な
る
と
ス
イ
カ
や
野
菜
な
ど

水
分
を
多
量
に
含
ん
だ
生
ゴ
ミ
が
増
加

し
ま
す
。
水
分
が
少
な
け
れ
ば
少
な
い

大洲清掃

事業ゴミ・一時多量ゴミの処理
事業ゴミなど、一般の家庭ゴミ

と性質の異なるゴミは、市の指示

する処分施設へ自己搬入するか、

市 の 許 可 を 受 け た と 一 般 廃 棄 物 処

理業許可業者ミへ依頼してくだ、さ

4砂対象となるゴミ

1 会社・工場・商届・病院・飲

食庄・喫茶底などの事業活動で

出るゴミ

2 引越・改築などで出る一時多

量ゴミ

3 家電製品・家具なとの組大ゴ

.一般廃棄物処理業許可業者

大か['1産業(東大洲)

宮⑮ 2 7 2 3 

クリーンセンター(徳森)

E⑫ 3 3 2 9 

(徳森)

宮⑫ 5436 

ほ
ど
ゴ
ミ
は
燃
え
や
す
く
な
り
ま
す
。

生
ゴ
ミ
を
捨
て
る
時
に
は
、
し
ば
ら
く

時
間
を
お
い
て
水
分
を
切
っ
て
か
ら
捨

て
る
な
ど
の
工
夫
に
心
が
け
て
く
だ
さ

ミ

0

、し

ゴ
ミ
を
出
す
時
に
は

ゴ
ミ
を
出
す
時
に
は
、
特
に
次
の
こ

と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

ー
ゴ
ミ
は
収
集
日
の
朝
八
時
ま
で
に

決
め
ら
れ
た
場
所
に
出
し
て
く
だ
さ

ミ

O

、L
V

2

ゴ
ミ
は
ポ
リ
袋
・
ビ
ニ
ー
ル
袋
な

ど
丈
夫
な
袋
に
入
れ
て
出
し
て
く
だ

，、
i

、4
0

ミ

ζ

、しV

3

生
ゴ
ミ
は
水
分
を
よ
く
切
っ
て
出

し
て
く
だ
さ
い
。

、，、〆、，、〆、，、，、
J

、〆、，、〆、，、ノ、，、
J

、
J

、ノ、J

、
J

、，、J

、
J

、〆、〆、〆、，、.

4

ス
プ
レ
ー
缶
は
、
~
八
を
あ
け
て
ガ

、〆、〆、〆、〆、〆、ノ、〆、
J

、
J

、
J

、
J

、〆、ノ、〆、〆、〆、〆、〆、
J

、〆、，、〆、〆、ノ、，、
J

、
J

、

ス
を
抜
い
て
か
ら
出
し
て
く
だ
さ
い

0

5

雑
誌
・
新
聞
・
ボ
ロ
布
は
、
ひ
も

で
し
ば
つ
で
出
し
て
く
だ
さ
い
。

木
・
草
・
竹
な
ど
は
、
五
ト
セ
ち
程

6 

度
の
長
さ
に
切
り
束
ね
て
出
し
て
く

だ
さ
い
。

7

燃
え
る
ゴ
ミ
・
燃
え
な
い
ゴ
ミ
の

分
別
は
き
ち
ん
と
行
つ
で
く
だ
さ
い

0

8

金
具
や
と
が
っ
た
物
は
、
布
で
包

む
な
ど
し
て
危
険
の
な
い
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。

- 2 ー

空
き
力
ン
の
再
利
用
で

九
十
六
%
の
省
エ
ネ

ひ
と
口
に
空
き
カ
ン
と
い
っ
て
も
、

ア
ル
ミ
カ
ン
と
ス
チ
ー
ル
カ
ン
の
二
種

類
が
あ
り
ま
す
。
特
に
ア
ル
ミ
カ
ン
は
、

原
材
料
か
ら
新
地
金
を
つ
く
る
と
き
多

く
の
工
、
ネ
ル
ギ
ー
を
要
し
ま
す
。
し
か

し
、
そ
の
リ
サ
イ
ク
ル
が
行
わ
れ
た
場

合
、
新
地
金
か
ら
作
る
場
合
よ
り
も
、

電
力
や
重
油
の
使
用
量
な
ど
エ
ネ
ル
ギ

ー
が
九
十
六
%
も
節
減
で
き
ま
す
。
空

き
カ
ン
の
投
げ
捨
て
は
、
街
の
美
観
を

損
な
う
だ
け
で
な
く
、
資
源
の
む
だ
使

い
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
す
。
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7月は河川愛護月間

です

とLCJVEJ肱川臥龍まつりミ

ア月22日(土)

肱北河原緑地公園

一大洲青年協議会一

-午後1時 ~

1 .絵画コンク ル応募作品の展示

「肱)IIJ をテ マに措いた小学 4、 5年生の作品を会

場に展示し、優秀作品を選出、発表。

2. パネル展

・午後 5時~

1 .屋台コ ナー (10時まで)(ビール、シもユ ス、かき氷など)

2. ドリル演奏(6 8寺頃> (愛媛県警音楽隊〕

3. リオの力 二パル(9時頃〉

(木場ブラジjレ女性の舞)

4. 制作 ビデ オ「 元気 か/ 肱J11 J 発表(8 8寺頃〉

(200インチ TVに上映)

5. 山車練り(街中を練り歩きます)

・ 協 賛 事 業 ( 午 前10時~午後 4時の間随時〕

水生生物調査

魚のつかみどり

愛
す
る
肱
川
を
美
し
く

ー
郷
土
美
化
運
動
の
お
知
ら
せ
i

七
月
は
「
河
川
愛
護
月
間
し
で
す
。

大
洲
市
で
は
、
毎
年
七
月
の
第
三
日

曜
日
に
「
郷
土
美
化
運
動
し
と
し
て
、

市
内
の
一
斉
清
掃
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
町
大
洲
を
、
そ
し
て
母
な
る

川
H

肱
川
u

を
き
れ
い
に
す
る
た
め
に

は
、
あ
な
た
の
力
が
必
要
で
す
。

/
今
年
も
例
年
通
り
一
斉
清
掃
を
行
い

ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

七
月
十
六
日
(
日
)

午
前
七
時
か
ら
(
雨
天
の

場
合
は
後
日
実
施
)

市
内
の
河
川
(
肱
川
流
域
)

道
路
、
公
園
な
ど

草
刈
り
、
ゴ
ミ
の
収
集
除

去
、
下
水
濯
の
清
掃

お
問
い
合
せ
は
、
保
険
衛
生
課
衛
生

係
ま
で
。

告
⑪
2
1
1
1
内
線
2
6
4

日

日寺

士喜き

戸斤

作
業
内
容

(建設省大汐1
1仁E事事務所主催〉

建
設
省
大
洲
工
事
事
務
所
で
は
、
美

し
く
素
晴
ら
し
い
肱
川
を
守
り
育
て
て

行
く
た
め
に
、
肱
川
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー

ク
を
作
成
し
、
様
々
な
活
動
に
役
立
て

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

つ
き
ま
し
で
は
、
次
の
要
領
で
シ
ン

ボ
ル
マ
l
ク
を
募
集
し
ま
す
の
で
、
ふ

る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

-
応
募
方
法

A'

応
募
期
限
平
成
元
年
九
月
三
十
日

ω

(
当
日
消
印
有
効
)

官
製
は
が
き
又
は
封
書
に

記
入
事
項

7月1日

運
動
公
園
水
泳
プ
l
ル
が
七
月
一
日

(
士
)
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

幼
児
プ
l
ル
や
回
日
プ
!
ル
に
加
え
、

流
水
プ
l
ル
・
ス
ラ
イ
ダ
ー
プ
l
ル
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
プ
l
ル
が
完
備
さ
れ
て

い
て
、
子
供
も
大
人
も
楽
し
く
利
用
で

き
ま
す
。

回
数
券
や
団
体
割
引
も
み
り
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

av
オ
ー
プ
ン
時
間
・

七
月
一
日

1
七
月
二
十
七
日
と
八
月

シ
ン
ボ
ル
マ
!
ク
と
簡
単
な
説
明
、

住
所
、
氏
名
、
年
令
、
職
業
(
学
校
名
)
、

電
話
番
号
を
名
記
し
て
く
だ
さ
い
。

申

込

先

一
T

市
大
洲
市
中
村
2
1
0

建
設
省
大
洲
工
事
事
務
所
「
肱
川
の

シ
ン
ボ
ル
マ
l
ク
」
募
集
係

賞
と
発
表
優
秀
作
品
数
点
を
選
び
、

記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。
な
お
、
入

賞
者
に
は
、
本
人
あ
で
に
通
知
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
建
設
省
大
洲
工
事
事
務

所
調
査
第
一
課
(
宮
⑫
5
1
8
5
)
ま

で

運動公園

内
〈

υ

主
ザ
制

h

二
十
一
日

i
八
月
三
十
一
日
の
聞
は
、

十
時
か
ら
十
七
時
ま
で
。

七
月
二
十
八
日

i
八
月
二
十
日
の
聞

は
、
十
時
か
ら
十
九
時
ま
で
。

-

料

金

A'

大
人
一
三
百
六
十
円

中
・
高
校
生
一
二
百
六
十
円

小
学
生
一
二
百
十
円

幼
児
(
四
歳
以
上
)
一
百
円
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大
洲
市
で
は
、
快
適
で
ゆ
と
り
の
あ
る
住
み
よ
い
都

昭
和
六
十
三
年
度
に
は
、
初
尾
集
会
所
や
市
営
住
宅
野

市
c

つ
く
り
を
目
指
し
て
市
政
を
推
進
し
て
い
ま
す
が
、

民主耕助>J~柑ぬ

田
団
地
の
建
設
な
ど
、
公
共
施
設
の
整
備
充
実
を
図
り

ま
し
た
。

」
れ
ら
の
事
業
で
は
、
郵
便
局
の
簡
易
保
険
積
立
金

の
還
元
融
資
が
、
大
き
な
財
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。
な

hu
、
昭
和
六
十
三
年
度
に
、
簡
易
保
険
の
還
元
融
資
に

よ
り
実
施
し
た
事
業
は
次
の
と
お
り
で
す
。

(単位:千円)

事 業 名 事業費 資金融資額

市営住毛野田団地建設事業 73，894 44，300 

辺地対策事 業
123，650 109，600 

(集会所の建設、道路改良など)

住宅新築資金貸付事業 12，400 9，300 

住宅改修資金貸付事業 7.360 5，500 

宅地取得資金貸付事業 5，000 3，700 

簡易保険融資対象事業一覧表

「ツツジ」

一公共下水マンホールー

「アユ」

ふたのデザインが

決まりました

「ウ」公
共
下
水
道
事
業
も
、
い
よ
い
よ
本

格
的
工
事
が
始
ま
る
ご
と
に
な
り
ま
し

た。
今
年
は
、
鉄
砲
町
及
び
三
の
丸
地
区

で
汚
水
本
管
(
内
径
四
十
七
ち
)
を
埋
設

し
ま
す
。
埋
設
に
は
、
小
口
径
推
進
工

法
と
い
う
最
新
技
術
が
用
い
ら
れ
ま
す

が
、
こ
れ
は
、
立
て
坑
(
井
戸
の
よ
う

な
も
の
)
を
堀
り
、
そ
の
聞
を
管
を
押

し
込
ん
で
い
っ
て
つ
な
ぐ
も
の
で
す
。

工
事
完
了
後
に
残
っ
た
立
て
坑
が
マ

ン
ホ
ー
ル
に
な
る
わ
け
で
す
が
、
今
回
、

そ
の
ふ
た
の
デ
ザ
イ
ン
が
決
ま
り
ま
し

た
。
左
図
の
と
お
り
、
大
洲
市
観
光
の

目
玉
で
あ
り
、
美
し
い
肱
川
の
象
徴
で

も
あ
る
「
ウ
」
と
「
ア
ユ
」
に
、
市
の

花
木
で
あ
る
「
ツ
ツ
ジ
」
を
あ
し
ら
っ

た
も
の
で
す
。

工
事
の
進
行
に
伴
い
、
通
行
制
限
な

ど
付
近
の
皆
様
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
す

る
こ
と
も
多
く
な
り
ま
す
の
で
、
あ
ら

か
じ
め
お
こ
と
わ
り
申
し
上
げ
て
お
き

ま
す
。公

共
下
水
道
の
普
及
は
、
各
家
庭
と

の
接
続
が
大
前
提
で
す
。
今
後
も
、
広

報
紙
な
ど
を
通
じ
て
、
工
事
の
進
行
状

況
等
を
h

お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
本
事

業
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

な
お
、
公
共
下
水
道
に
関
す
る
お
問

い
合
せ
は
、
都
市
整
備
課
・
公
共
下
水

道
係
ま
で
(
告
⑫
2
1
1
1
内
線
3
6

4
・
3
6
9
)

4 ー

園.大洲市型人 孔 鉄 蓋

.....決定したデザイン

「ウJ iアユJ iツツジ」が

d5しらってあります。



おおず広報

シートベルトを締めていたら…

助かったで

あろう生命

夏 の 交 通 安 全 運 動
7月16日-7月26日

自動車を運転中、あるいは同乗

中の事故でなくなられた方のうち、

約半数の人は、シートベルトを着

用していれば助かっていただろう

と言われています。

シートベルトはあなたの命綱で

す。着用に心がけましょう。

植
え

て
よ

わけ・
るし・

け・
し・

大洲市交通安全推進協議会

大計|警察署

大洲交通安全協会

皆
さ
ん
は
、
植
え
て
は
い
け
な
い
け

し
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。

愛
媛
県
下
で
も
、
毎
年
け
し
の
不
正

栽
情
が
多
数
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
は
、
法
律
を
知
ら
な
か
っ
た
り
、

植
え
て
よ
い
け
し
と
わ
る
い
け
し
の
区

別
が
つ
か
な
か
っ
た
た
め
、
不
正
に
栽

培
さ
れ
て
い
た
も
の
で
す
。

植
え
で
わ
る
い
け
し
は
、
あ
へ
ん
や

モ
ル
ヒ
ネ
の
原
料
と
な
る
た
め
、
法
律

で
そ
の
栽
培
が
厳
し
く
規
制
さ
れ
て
い

て 4砂 切面 .しし・ま
;f:，'草植れに草ひ植ょのす
り丈え込粗丈なえう見。
、はてみ毛は げて。分植

茎一わがが比しよ けえ
や ifる深密較ゃい 方て
葉以いく生的おけ・ をよ
の上け・、し低にし・ よい
表でし・濃てくげ くけ・
面がいい、し 覚し・
につ緑ま茎な えと
はし 色すやど でわ
ほりで。葉で わる
と と す葉のす きい
んし 。は表。 まけ・

平成元年7月1日

交
通
事
故
の
相
談
は

お

気

軽

に

松
山
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン
タ

ー
で
は
、
白
動
車
事
故
に
よ
る
自
動
車

損
害
賠
償
責
任
保
険
と
任
意
自
動
車
保

険
の
請
求
に
つ
い
て
、
一
切
無
料
で
ご

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

場
所
松
山
市
花
園
町
一
の
三
日
本

生
命
松
山
市
駅
ビ
ル
六
階
、
松
山
調

査
事
務
所
内宮

0
8
9
9
⑪
5
5
0
0

日
時
毎
週
月
曜
か
ら
金
曜
日
ま
で

9
時
部
分

l
M
時
的
分
の
間

※
な
お
毎
週
木
曜
日
(
日
時

1
日
時
)

は
弁
護
士
相
談
日
で
す
。

電
話
で
の
相
談
前
記
の
日
時
に

宮

0
8
9
9
⑬
2
3
3
5
ま
で

ど
毛
が
な
く
、
ろ
う
が
か
っ
た
白
っ
ぽ

い
緑
色
を
し
て
い
ま
す
。
葉
は
、
太
い

茎
を
半
分
抱
く
よ
う
な
形
で
つ
い
て
い

ま
す
。な

お
、
け
し
ゃ
大
麻
に
つ
い
て
の
お

問
い
合
せ
は
、
大
洲
保
健
所
ま
で

宮
⑪
3
1
6
5

正しく使って

楽しい花火

今
年
も
花
火
の
シ
ー
ズ
ン
が
や
っ
て

き
ま
し
た
。
夕
涼
み
し
な
が
ら
の
花
火

遊
び
は
風
情
が
あ
っ
て
楽
し
い
も
の
で

す
が
、
取
り
扱
い
上
の
不
注
意
や
ち
ょ

っ
と
し
た
油
断
か
ら
、
や
け
ど
や
火
事

に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

花
火
を
楽
し
む
時
に
は
、
次
の
こ
と

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

O
火
を
つ
け
る
前
に
必
ず
消
火
の
た
め

の
水
バ
ケ
ツ
や
消
火
器
を
用
意
す
る

O
子
供
だ
け
で
遊
ば
せ
な
い

O
花
火
の
注
意
書
き
を
必
ず
守
る

O
枯
草
な
ど
の
燃
え
や
す
い
物
の
近
く

や
風
の
強
い
時
な
ど
は
さ
け
て
行
う

O
花
火
は
一
本
づ
っ
点
火
す
る

O
燃
え
か
す
に
は
水
を
か
け
る

中
小
企
業
振
興
資
金
融
資

制
度
を
ご
利
用
下
さ
い

5一

大
洲
市
で
は
、
市
内
中
小
企
業
者
の

金
融
難
を
緩
和
し
そ
の
育
成
振
興
を
図

る
た
め
、
市
内
の
金
融
機
関
を
通
じ
て

資
金
を
低
利
で
お
貸
し
し
て
い
ま
す
。

制
度
の
あ
ら
ま
し
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

O
貸
付
対
象
者
H
H
市
内
に
住
居
又
は
事

務
所
が
あ
り
中
小
企
業
を
営
ん
で
い

る
個
人
又
は
法
人
、
中
小
企
業
等
協

同
組
合
法
に
よ
る
組
合

O
融
資
額
の
限
度
H
H
四
百
万
円

O
融
資
の
期
間
H
H
運
転
資
金
一
四
十
月

設
備
資
金
一
四
十
八
月
以
内

O
返
還
の
方
法
H
H
運
転
資
金
二
月
据

置
の
後
三
十
九
月
以
内
、
設
備
資
金

一
二
月
据
置
の
後
四
十
六
月
以
内
割

賦
弁
済

O
利
息
年
利
H
H
五
・
五
%

(
た
だ
し
、
平
成
元
年
一
九
月
現
在
)

O
保
証
料
年
利

H
0
・
八
五
%

。
申
込
先

1
大
洲
商
工
会
議
所

な
お
、
市
が
利
子
補
給
と
し
て
、

0

・
七
一
一
一
%
と
保
証
料
を
全
額
補
給
し
ま

す
。
(
た
だ
し
、
大
洲
市
中
小
企
業
振

興
資
金
利
子
補
給
規
則
等
に
該
当
す
る

場
合
)

詳
し
く
は
、
市
役
所
商
工
観
光
課
宮

⑪
2
1
1
1
内
線
3
2
6
又
は
大
洲
商

工
会
議
所
宮
⑪
4
1
1
1
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。



全
国
花
い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル

平成元年7月1日

第26回職員募集の

お知らせ

大洲市役所

市立大洲病院

消防事務組合

おおず広報

ー
参
加
募
集
の
お
知
ら
せ
i

全
国
花
い
っ
ぱ
い
運
動
は
、
花
と
緑

を
育
て
る
ご
と
で
、
教
室
や
校
庭
・
職

場
や
地
域
を
美
し
く
し
な
が
ら
思
い
や

り
の
心
を
育
て
、
人
間
性
豊
か
な
社
会

の
実
現
を
目
指
す
も
の
で
す
。

本
年
度
も
、
「
花
守
つ
く
り
を
通
じ
て

の
街
ゼ
つ
く
り
、
人
守
つ
く
り
L

を
目
的
と

し
て
、
全
国
花
い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル

が
実
施
さ
れ
ま
す
。
応
募
資
格
な
ど
は

次
の
と
お
り
で
す
。
ふ
る
っ
て
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

A
V
応
募
資
格

大
洲
市
役
所

大
洲
市
役
所
の
平
成
元
年
度
職
員
募

集
を
次
の
よ
う
に
実
施
す
る
予
定
で
す
。

採
用
予
定
職
種

O
事

務

職

員

若

干

名

O
幼

稚

園

教

諭

若

干

名

O
保

健

婦

一

名

O
調

理

員

若

干

名

詳
し
く
は
、
公
告
日
(
七
月
中
旬
の

予
定
)
か
ら
配
付
さ
れ
る
「
大
洲
市
職

員
採
用
試
験
案
内
L

を
ご
覧
い
た
だ
く

か
、
市
長
公
室
ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ

さ
い
。

宮
⑫
2
1
1
1
内
線
2
2
1

市
立
大
洲
病
院

採
用
予
定
職
種

先
生
と
生
徒
、
又
は
働
く
人
た
ち
ゃ

同
じ
地
域
の
人
た
ち
の
集
ま
り
で
、
花

づ
く
り
や
緑
の
育
成
を
通
じ
て
学
校
・

駅
・
街
・
職
場
な
ど
を
美
し
く
し
、
ふ

れ
あ
い
と
思
い
や
り
の
あ
る
地
域
社
会

の
実
現
を
目
指
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ

0

・
応
募
方
法

花
マ
つ
く
り
ゃ
環
境
整
備
の
状
況
を
規

定
の
申
込
書
(
コ
ピ
ー
も
可
)
に
記
入

し
、
写
真
、
参
考
資
料
な
ど
(
ビ
デ
オ

テ
ー
プ
な
ど
は
不
可
)
を
添
付
し
て
く

だ
さ
い
。

-
締
切
り
八
月
十
日

-
参
加
申
込
書
請
求
及
び
提
出
先

市
役
所
企
画
情
報
室

宮
⑫
2
1
1
1
内
線
3
4
1

O
看

護

婦

若

干

名

詳
し
く
は
、
公
告
日
(
七
月
中
旬
の

予
定
)
か
ら
配
付
さ
れ
る
「
大
洲
市
職

員
(
看
護
婦
)
採
用
試
験
案
内
L

を
ご

覧
い
た
だ
く
か
、
市
立
大
洲
病
院
事
務

局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

宮

(
ω
2
1
5
1

消
防
事
務
組
合

大
洲
地
医
広
域
消
防
事
務
組
合
の
消

防
吏
員
を
募
集
の
予
定
で
す
。

採

用

予

定

人

員

一

名

詳
し
く
は
、
公
告
日
(
七
月
中
旬
の

予
定
)
か
ら
配
付
さ
れ
る
「
大
洲
地
区

広
域
消
防
事
務
組
合
消
防
吏
員
採
用
試

験
案
内
し
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
消
防

事
務
組
合
総
務
係
ま
で
お
問
い
合
せ
く

だ

さ

い

。

宮

⑪

2
6
6
5

大
洲
の
選
手
も
大
活
躍

第
二
十
八
回
愛
媛
県
身
体
障
害
者
体
育
大
会

五
月
二
十
一
日
(
日
)
、
愛
媛
県
総

合
運
動
公
園
(
松
山
市
土
野
町
)
で
、

第
二
十
八
同
愛
媛
県
身
体
障
害
者
体
育

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大
洲
市
か

ら
も
選
手
九
人
、
応
援
二
十
八
人
が
参

加
し
、
各
競
技
に
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま

し
た
。参

加
者
の
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す

0

0
走

幅

跳

O

中
川
健
(
一
位
)
、
石
山
宗
善
(
二

位
)

。
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
。

大
門
政
春
(
一
位
)
、

束
通
弘

警
察
官
募
集

|

愛

媛

県

愛
媛
県
で
は
、
警
察
官
(
巡
査
)
の

採
用
候
補
者
試
験
を
次
の
と
お
り
行
い

ま
す
。
受
付
期
限
が
迫
っ
て
い
ま
す
の

で
、
受
験
を
希
望
す
る
人
は
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

av受
付
期
限

平
成
元
年
七
月
十
二
日
(
水
)
(
郵

送
の
場
合
は
、
当
日
消
印
有
効
)
ま
で

av試
験
日

第
一
次
試
験
一
平
成
元
年
七
月
三
十

日
(
日
)

(
第
二
次
試
験
に
つ
い
て
は
、
第
一
次

試
験
の
合
格
者
に
の
み
通
知
し
ま
す
)

A
V
受
験
資
格

位
)

O
砲

丸

投

。

中
野
ト
ヨ
子
(
一
位
)
、
上
甲
武
一

(
二
位
)
、
松
中
良
、
河
内
義
春

(
一
位
)
、
後
藤
照
子
(
二
位
)

- 6 ー

昭
和
三
十
七
年
四
月
二
日
か
ら
昭
和

四
十
三
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
れ
た
男

子
で
、
四
年
制
大
学
を
卒
業
し
た
者

又
は
平
成
二
年
三
月
末
日
ま
で
に
卒
業

す
る
見
込
の
者
。

申
込
用
紙
の
請
求
な
ど
詳
し
く
は
、

大
洲
警
察
署
(
宮
⑫
2
1
7
5
)
か、

最
寄
り
の
派
出
所
、
駐
在
所
へ
お
問
い

合
せ
く
だ
さ
い
。



一
自
「
解
放
運
動
へ
の
歩
み
」
州

問
戦
後
の
荒
廃
を
越
え
て
。

持
昭
和
二
十
年
八
月
、
日
本
で
は
終
戦

却
を
き
っ
か
け
に
、
社
会
が
大
き
く
変
動

却
し
て
い
き
ま
す
。
農
村
地
帯
で
は
農
地

中
改
革
が
行
わ
れ
、
地
主
制
は
な
く
な
り

田
農
地
の
大
部
分
は
、
耕
作
者
の
も
の
に

位
な
っ
て
い
き
ま
す
。
し
か
し
、
食
管
制

刊
に
よ
り
農
家
自
身
の
保
有
米
は
極
度
に

向
制
限
さ
れ
、
生
活
は
豊
か
な
も
の
に
は

向
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
都
市
部

向
に
あ
っ
て
は
戦
災
の
た
め
荒
廃
の
中
で

時
失
職
し
た
り
、
職
を
求
め
て
集
ま
る
入

時
々
が
流
入
し
た
り
し
て
、
不
安
定
で
混

却
乱
し
た
状
態
が
続
い
て
い
き
ま
す
。

一
一
終
戦
と
い
う
事
態
は
、
日
本
全
土
を

肝
荒
廃
に
陥
れ
る
と
と
も
に
「
日
本
国
憲

一

4
4
4
4
4
悼
法
し
に
よ
っ
て
、
基
本
的
人
権
が
認
め

ら

L
域

点

愛

あ

明

ら

れ

る

民

主

的

時

代

に

な

っ

た

と

は

い

か

訪

流

叩

な

も

拘

え

、

人

権

を

省

み

る

余

裕

す

ら

な

い

実

日

事

川

ど

う

の

日

ナ

青

二

あ

り

ま

し

た

。

こ

う

し

た

中

で

、

3
f
肱

な

よ

も

加

内

f
l

月

間

、

真

い

た

月

室

持

部

落

は

荒

廃

に

加

え

、

戦

前

か

ら

の

差

7

司

は

写

な

え

、

8
悌
一
不
却
別
が
残
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
そ
こ
で
、

一
二
一
一
前
一
M

M

げ
山
ト
町
一
一
二
戦
後
に
な
っ
て
も
、
実
態
的
に
も
心
理

い
ほ
一
貯
野
見
を
用
ざ
年
目
到
第
叩
的
に
も
部
落
差
別
が
残
さ
れ
て
い
る
事

は
刷
展
い
頃
態
利
、
だ
元
月
市
階
的
実
か
ら
、
そ
の
解
消
の
た
め
に
運
動
・

E

C
し

日

生

を

く

成

7

洲

4

一千

館

で

す

珍

は

の

ど

覧

平

大

向

教

育

・

行

政

と

い

っ

た

分

野

で

の

取

り

ム

物

ま

ま

る

に

鳥

な

観

:

・

・

取

組

み

が

行

わ

れ

て

い

き

ま

し

た

。

ィ
一
博
日
し
す
中
野

o

み

ご

問

所

内

戦

愛

、

い

ち

早

く

部

落

差

別

解

消

の

や

立

加

催

息

。

い

す

休

ひ

期

場

向

f

冷
市
月
間
生
り
し
ま
夏
ぜ
催
催
一
一
動
き
と
し
て
出
て
き
た
の
は
、
昭
和
二

8
を

に

余

ら

り

で

開

間

宮

十

一

年

「

部

落

解

放

全

国

委

員

会

」

と

おおず

文
化
財
調
書
集

二
十
年
ぶ
り
に
発
行

重工

広報

昭
和
六
十
三
年
四
月
か
ら
編
集
作
業

が
進
め
ら
れ
て
い
た
「
大
洲
市
文
化
財

調
書
集
」
が
、
こ
の
ほ
ど
大
洲
市
教
育

委
員
会
に
よ
り
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。

ご
の
調
書
は
、
昭
和
四
十
四
年
の
発

行
以
後
指
定
さ
れ
た
文
化
財
四
十
三
件

を
加
え
、
二
十
年
ぶ
り
に
再
編
さ
れ
た

も
の
で
す
。
今
回
新
た
に
加
え
ら
れ
た

の
は
、
臥
龍
山
荘
・
歴
代
藩
主
加
藤
家

の
墓
所
・
藤
縄
神
楽
・
古
式
泳
法
神
伝

流
な
ど
で
、
掲
載
件
数
は
百
二
十
九
件
。

そ
れ
ぞ
れ
に
指
定
の
理
由
、
説
明
な
ど

詳
し
い
解
説
が
加
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

調
書
集
は
A
5
判
で
三
百
十
二
ペ
ー

ジ
。
市
指
定
文
化
財
の
外
に
、
国
指
定

重
要
文
化
財
、
県
指
定
文
化
財
も
掲
載

さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
千
部
作
製
し
、

一
部
千
五
百
円
で
頒
布
し
て
い
ま
す
の

で
、
ご
希
望
の
方
は
、
左
記
ま
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

O
大
洲
市
教
育
委
員
会

宮
⑪
2
1
1
1
内
3
8
9

0
大
洲
市
立
博
物
館
宮
⑫
6
3
0
2

0
大
洲
市
立
図
書
館
宮
⑪
4
4
1
9

平成元年 7月1日

博物館だより

臓J.U漏域の日:
ι 野罵写真展

青少年を非行方、ら守る全国強調月間

No.127 

5月末までの
大洲市内の交通事故

ミ〆ご弘三i民F

~~D~~ ~.事訴

;主筆

5月末現在 昨年同期

f牛数数 7 6 8 5 

負傷者 9 8 100 

死 者 2 

ご'家方矢連れ

「
人
権
と
同
和
教
育
」

し
て
再
出
発
し
た
部
落
解
放
運
動
で
し

た
。
こ
の
運
動
は
、
依
然
と
し
て
残
る

差
別
事
象
や
差
別
の
実
態
を
指
摘
す
る

中
で
、
行
政
や
教
育
の
場
で
の
取
り
組

み
を
要
請
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
し
て
学
校
で
も
、
部
落
に
不
就
学
児

童
の
多
い
状
況
の
中
で
、
就
学
体
制
を

整
え
る
こ
と
や
、
差
別
を
一
掃
す
る
教

育
の
必
要
性
が
叫
ば
れ
、
戦
後
の
同
和

教
育
が
全
国
各
地
で
芽
生
え
て
き
ま
す
。

こ
の
様
な
社
会
情
勢
の
も
と
で
、
昭

和
二
十
六
年
、
京
都
の
「
オ

i
ル
・
ロ

マ
ン
ス
」
と
い
う
雑
誌
に
、
京
都
市
職

員
の
創
作
し
た
小
説
が
掲
載
さ
れ
ま
し

た
。
被
差
別
部
落
の
生
活
内
容
を
題
材

と
し
た
こ
の
小
説
が
も
と
で
、
差
別
の

具
体
的
な
内
容
が
明
ら
か
と
な
り
、
行

政
に
お
い
て
も
差
別
の
実
態
を
放
置
で

き
な
い
と
い
う
動
き
に
な
っ
て
、
積
極

的
な
対
策
が
行
わ
れ
て
い
く
よ
う
に
な

っ
て
い
き
ま
す
。

そ
し
て
昭
和
二
十
六
年
ト
一
月
、
同

和
行
政
を
推
進
す
る
た
め
に
、
関
係
府

県
な
ど
の
行
政
関
係
者
が
集
ま
っ
て
協

議
す
る
「
全
国
同
和
教
育
協
議
会
し
が

結
成
さ
れ
、
全
国
的
な
協
調
を
図
る
動

き
が
台
頭
し
て
き
ま
す
。

- 7 
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う
か
い
開
き

。
ψ
0
0
0勿
ゆ
ψ
ゆ
ゆ
ゆ
伊
。
ゅ
の

moo砂
ψ
砂
ψ
ゆ
伊
ゆ
ゅ
の
ゅ
の
。
。
切
。
勿
砂
伊
ゆ
切
ゆ
h
d命
。
炉
。
@
ゆ
伊
ゆ
。
。
伊
ゆ
ゆ
母
伊
ゆ
伊
的
。
ゅ
ψ
の
伽
沿
白
ぬ
命
。
。
砂
伊
ゆ
ψ
刑

b
O
0
0
0
0
0ゅ
。
ゆ
伊
ゆ
伽
前

ω。
。
0
0
0
ψ
ゆ
勿
ゆ
0
0炉
。
伊
ゆ
伊
ゆ
伊
ゆ
@
ゆ
伊
ゆ
伊
ゆ
伊
0
0
0
0ゆ
伊
ゆ
伊
ゆ
伊
0
0
0
0
0
0。
伊
ゆ
伊
ゆ
0
0伊
。
伊
ゆ
明
。
"

っ
た
し
、
ど
ち
ら
か
と
言
う
と
、
余
り

V
大
洲
へ
来
て
か
ら
、
幼
い
頃
に
や
っ

水
の
豊
富
な
所
で
は
な
か
っ
た
の
で
、
で
い
た
ザ
リ
ガ
ニ
と
り
な
ど
の
遊
び
が

長
期
に
渡
る
断
水
に
悩
ま
さ
れ
た
こ
と
ま
た
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
時
々
子
供

も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
点
大
洲
は
水
量
た
ち
(
長
男
晃
大
く
ん

1
五
歳
H
H
、
二

も
豊
か
だ
し
、
な
ん
と
い
つ
で
も
水
が
男
恭
士
く
ん
H
二一歳
H
H
)

と
一
緒
に
楽

お

い

し

い

で

す

よ

ね

。

し

ん

で

い

ま

す

o

v
か
じ
か
料
理
ゃ
い
も
た
き
な
ど
は
、

V
自
然
環
境
は
気
に
入
っ
て
い
る
ん
で

大
洲
へ
来
て
初
め
て
口
に
し
ま
し
た
。
す
が
、
欲
を
言
え
ば
、
富
士
山
公
園
の

V
福
岡
に
比
べ
る
と
、
魚
も
お
い
し
い
よ
う
に
よ
く
整
備
さ
れ
た
児
童
公
園
と
、

し
、
四
季
折
々
の
果
物
も
豊
富
で
す
ね
。
い
い
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
が
も
っ
と
あ
れ
ば

V
福
岡
は
、
ど
ん
た
く
や
山
笠
な
ど
祭
い
い
の
に
な
あ
と
思
い
ま
す
。

り
の
時
に
は
大
変
に
盛
り
上
が
る
ん
で

す
が
、
そ
の
点
、
大
洲
は
少
し
寂
し
い

気
が
し
ま
す
。

マ;;ふ

白日@
8巴

奥

さ

ん

方

問

お
水
が
と
っ
て
も
お
い
し
い
で
す
ね

No.96 

山
本

仁
美
さ
ん
(
新
谷

-m歳
)

おおず

V
出
身
は
、
福
岡
県
の
吉
田
町
で
す
o

v
か
つ
て
は
炭
坑
で
盛
え
た
町
で
、
大

洲
と
自
然
環
境
が
よ
く
似
で
い
ま
す
o

v主
人
と
は
、
学
生
時
代
に
友
人
の
紹

介
で
知
り
あ
い
ま
し
た
。

V
福
岡
市
内
で
二
年
程
勤
め
た
後
、
昭

和
五
十
七
年
、
結
婚
と
同
時
に
大
洲
へ

や
っ
て
来
ま
し
た
。

V
福
岡
で
は
水
道
水
が
お
い
し
く
な
か

広報

快
晴
に
恵
ま
れ
た
六
月
一
目
、
大
洲

の
う
か
い
が
幕
を
あ
け
ま
し
た
。
夏
の

大
洲
の
代
名
詞
と
な
っ
た
観
光
h
7
か
い

も
今
年
で
三
十
三
年
目
。
当
日
は
、
う

か
い

B
コ
!
ス
乗
船
場
の
河
原
に
関
係

者
ら
約
百
人
を
迎
え
、
う
か
い
開
き
の

行
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

午
後
六
時
か
ら
の
神
事
に
続
き
、
大

洲
市
観
光
協
会
の
富
永
泉
会
長
が
、
「
三

瀬
秋
俊
さ
ん
の
神
技
に
も
似
た
手
綱
き

ぱ
き
と
関
係
者
の
方
々
の
ご
協
力
で
、

大
洲
の
う
か
い
も
三
十
三
年
目
を
迎

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
も
、

各
観
光
地
の
地
域
間
競
争
は
激
化
す
る

も
の
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
大
洲
の
う
か

い
も
、
こ
の
三
十
年
を
超
え
る
伝
統
を

べ
1
ス
に
、

H

空
気
(
そ
の
土
地
の
持
つ

独
特
の
雰
囲
気
や
情
緒
)
を
売
る
ω

を

モ
ッ
ト
ー
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思

市
い
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。
桝
田
市
長
か

、
ら
、
今
年
引
退
し
た
う
匠
の
三
瀬
秋
俊

吋
さ
ん
に
感
謝
状
と
記
念
品
が
送
ら
れ
ま

し
た
。こ

の
日
は
、
臥
龍
太
鼓
や
花
火
の
サ

“

i
ピ
ス
も
あ
り
、
訪
れ
た
観
光
客
も
、

な
一
足
早
い
夏
の
水
郷
情
緒
を
満
喫
し
て

ふ
い
ま
し
た
。

新
刊
図
書
案
内

2
歳
か
ら
童
話
が
読
め
る

D
-
ス
タ
イ
ン
パ

l
グ
著

坂
本
龍
馬
脱
藩
の
道
を
探
る

村
上
恒
夫
著

昭
和
の
終
っ
た
日

N
H
K
報
道
局

オ
i
パ
・
オ
i
パ

グ

開

高

健

著

北
極
圏

N
H
K
取
材
班

警
察
は
な
ぜ
あ
る
の
か
原
野
麹
著

痛
快
ワ
ン
マ
ン
町
づ
く
り早

瀬
圭
一
著

仕

事

の

教

え

方

多

湖

輝

著

按
け
以
前
で
ご
ざ
い
ま
す
が

町
田
貞
子
著

デ
l
タ

パ

ル

約

小

学

館

意
義
あ
る
日
曜
日

N
H
K
取
材
班

医

心

伝

心

域

仙

泰

一

郎

著

電
磁
波
が
危
な
い
吉
永
良
正
著

世
界
の
文
様
全
8
巻

青

菩

社

陶
磁
器
染
付
文
様
事
典
柏
書
一
房

善
人
の
条
件
ジ
ェ

l
ム
ス
二
一
木
著

秘

宝

月

山

丸

高

橋

義

夫

著

白

い

子

の

錬

金

術

本

岡

類

著

少

女

の

器

灰

谷

健

次

郎

著

一

夢

庵

風

流

記

隆

慶

一

郎

著

愛

の

墓

標

阿

刀

田

高

著

土

星

を

見

る

ひ

と

椎

名

誠

著

テ
ィ
ナ
わ
ば
あ
ち
ゃ
ん
村
松
友
視
著

蕎
麦
と
き
し
め
ん
清
水
義
範
著

パ
ル
セ
ロ

I
ナ
に
て
堀
田
差
口
衛
著

パ
ベ
ッ
ト
の
晩
餐
会

イ
サ
ク
・
デ
ィ
i
ネ
セ
ン
著

館

図

書

8 
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ユネスコ・チャリティー文化展

5月20・21日の 2日間、中央公民館

で、 μ第13回ユネスコ・チャリティー文

化展ガが聞かれました。この文化展

には、大洲ユネスコ協会の会員が、

絵画・書・子工芸など20の部門に

それぞれの白f言f乍を出品。 21日に

は作品の即売が行われました。こ

の日の売上金の一部は、社会福祉

関係団体に寄付される予定です。ノ

拘払弓
A町、1子

戸 A凶、

住{⑦iJ

5.23 IJ¥学校球技大会②①①

問…*へ九

5月23日、喜多小学校と平野の運動公園を

会場に、小学校球技大会が聞かれました。男

子はサッカーで、女子はミニバスケットでそ

れぞれ熱戦を展開。 体の小さな低学年児童も

高学年児童に混じっての大健闘。応援につめ

かけた父兄からも、盛んな声援が送られてい

ました。

9 

広報おおず

5.4 郷土料理で国際受流

5月4日、愛媛県主催のと青年国際交流

パスミに参加中の外国青年ら約50人が大洲

を言15れました。

一行は、中央公民館の調理室を利用して

タイ・ブラジル・中固など参加各国自慢

の料理や県内各地の郷土料理に挑戦。

楽しい一時を過ごしながら交流を深

めました。

ドB C先生はアメリカ人ちY;z

アメリカ人講師を招いての英語会話教室が、

中央公民館の主催で 5月17日開講されました。

講師を勤めるのは、ウィリアム・パセールさ

ん(アメリカ出身) 25歳。現在吉田町に招か

れ、吉田中学校で 1・2年生の英語を担当し

ています。この英語会話教室には、 18歳から

67歳までの主婦やOL約50人が参加。パセー

ルさんは月に 2回のベースで教室を受け持つ

予定です。
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相談ごと案内

い ず れ も 無 料 です。気軽にご

利 用ください。

惨交通事故相談

と き 7月10日 10時 -15日寺

7月20日。

とごろ 市役所 3階会議室

砂人権相談

と き 7月20日 13日寺-16日寺

ところ 社会福祉協議会事務局

砂法律相談

と き 7月 5日 13日寺-16日寺

ところ 社会福祉協議会事務局

惨心 配こと相談

とき 7月 3目、 10日、 25日

13日寺一16日寺

ところ 社会福祉協議会事務局

険家庭児童相談

と き 毎日の執務時間中

ところ 大洲市福 祉 事 務 所

修行政相談

と き 7月17日 9日寺-12日寺

ところ 市役 所 3階会議室

急ぐ時 はE⑪ 3794 (玉木)まで

惨社 会保険相談

と き 7月20日 10時一16日寺

ところ 大 洲 商 工会議所

担当松山西社会 保険事務所

砂栄養士による健康相談

と き 7月27日 13日寺一15日寺

ところ 大洲市保健センター

対象 40歳以上の人

惨 何でも相談

と き 毎日の執務 時 間 中

ところ 大 洲 隣 保館宮⑫6100

大洲福祉 会館E⑫ 0947

砂不動産無料相談

と き 7月15日 9時一16日寺

ところ 宅建協会大 洲 支 部

フヂエダ花庖 2階 常磐田J4

保
一
種
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

乳

幼

児

健
康
診
断

実

施

日

該

当

者

7
月
4
日
(
)
平
成
元
年
2
月
生
※

7
月
日
目
(
火
)
昭
和
白
年
日
月
生
※

7
月
日
日
(
木
)
昭
和
白
年
ロ
月
生

7
月
四
日
(
火
)
昭
和
臼
年
8
月
生
※

7
月
お
日
(
火
)
昭
和
日
年
6
月
生

※
は
肱
南
・
肱
北
地
区
の
み

受
付
時
間
日
時

i
u時
加
分

実
施
場
所
大
洲
市
保
健
セ
ン
タ
ー

持
参
品
母
子
健
康
手
帳

婦
人
が
ん
検
診

実

施

日

7
月

5
日
(
水
)

7
月
6
日
(
木
)

7
月
7
日
(
金
)

場

所

セ蔵菅
ン川田
タ(逮
l基絡
)幹所

集
i各

広報 おおず

受
付
時
間

検

診

料

対

象

者健

相

5発

康

日
時

7
月
ロ
日
と
7
月
初
日

9
時
初
分

1
ロ
時
、
日
時
1
日
時

場
所
ロ
日
は
市
役
所
2
階
大
ホ

i
ル

お
日
は
市
役
所
二
階
会
議
室

7
月
2
日

(
日
)

沢
井
小
児
科
(
中
村
)

宮
⑪
7
5
3
0

大
洲
中
央
病
院
(
東
大
洲
)

宮
⑫
4
5
5
1

沢
井
耳
鼻
科
(
中
村
)

宮
⑪
2
5
1
0

大
洲
中
央
病
院

宮
⑫
4
5
5
1

亀
井
小
児
科
(
東
大
洲
)

7 
(月
日 9
)日

7
月
日
日

日

宮
⑪
3
7
5
7

大
洲
中
央
病
院

宮
⑫
4
5
5
1

松
尾
産
婦
人
科
(
中
村
)

宮
⑫
5
8
0
3

大
洲
中
央
病
院

告
⑫
4
5
5
1

池
田
泌
尿
器
科
(
東
大
洲
)

告
⑪
3
1
0
0

大
洲
中
央
病
院

E
@
4
5
5
1
 

7 
(月
日 23
~日

7 
(月
日 30
)日献

血
の
お
知
ら
せ

次
の
よ
う
に
採
血
車
が
巡
回
し
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

実
施
日

7
月
6
日
(
木
)

場

所

時

間

市
立
大
洲
病
院

9
時
加
分

1
ロ
時

A
コ
l
プ
わ
わ
ず
庖
日
時

1
日
時
加
分

歯
科
相
談
(
大
洲
保
健
所
)

実

施

日

内

容

7
月
四
日
(
水
)
成
人
歯
科
相
談

7
月
初
日
(
水
)
乳
幼
児
歯
科
相
談

受
付
時
間
日
時
か
ら
で
す
。
前
も
っ

て
電
話
連
絡
を
わ
願
い
し
ま
す
。

E
@
3
1
6
5
 

ま
ご
こ
ろ
の

お
く
り
も
の

(
敬
称
略
)

金
一
封
(
柳
沢
地
区
社
協
へ
)

田

処

松

永

忠

男

金
一
封
(
柳
沢
地
区
社
協
へ
)

柳

沢

西

岡

進

金
一
封
(
上
須
戒
地
区
社
協
と
上
須

戒
老
人
会
へ
)

上

須

戒

上

田

安

範

金

一

封

菅

田

町

中

野

玉

夫

金

一

封

平

野

町

赤

坂

知

之

(
指
定
配
分
)

金
一
封
(
上
須
戒
老
人
会
と
上
須
戒

地
区
社
協
へ
)
上
須
戒
高
石
文
弘

金
一
封
(
上
須
戒
老
人
会
へ
)

上

須

戒

西

田

達

雄

金
一
封
(
新
谷
地
区
社
協
へ
)

新

谷

船

田

重

則

金
一
封
(
八
多
喜
寿
会
へ
)

八

多

喜

町

渡

漫

清

美

温
か
い
善
意
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
感
謝
を
こ
め
て
掲
載
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会

今月の納税

固定資 産税2期

国民健康保険税1期

納期は 7月31日です

10 

運
動
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

使
用
時
間
を
延
長

利
用
者
の
ご
要
望
に
お
応
え
し
て
、

八
幡
浜
・
大
洲
地
区
運
動
公
園
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
の
使
用
時
聞
を
、
六
月
一
日
か

ら
八
月
三
十
一
日
ま
で
の
期
間
、
午
後

七
時
(
従
来
午
後
五
時
)
ま
で
延
長
し

ま
す
。ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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